On Mori Ogai's haiku Samidare (The Rains of May) by 清田, 文武 & Seita, Fumitake
森鴎外の｢さみだれ｣の句
清 田 文 武
一 鴎外の句と虚子
明治33年 (1900)7月初旬､鴎外は勤務の地小倉で､きみだれの句を吟じている｡ 本稿
では､従来あまり論じられなかった高浜虚子とのかかわりを主に視野に入れて(1)､その詩
境を観察してみたいと思う｡ 鴎外はこの時初めて句作したわけではなく､明治二十年代後
半に正岡子規一派との交遊で作っていたからである｡
子規と浅からぬ交友のあった鴎外は､病床に岬吟苦闘しながら俳句 ･和歌革新の歩を進
める斯界のこの先達の名を挙げ､明治の俳語が一時代を築くに至ったのは子規に過半を負
うている､とその業績を九州の地から新聞紙上で称えている(2)｡そういう俳人の門弟の虚
子とも鴎外はすでに俳句を介して交際していた｡もっとも､遡れば虚子の方でも､ 『国民
之友』(明治23･1)付録で他の文学者の作品とともに鴎外の ｢舞姫｣を読み､作家になる
という希望を抱いたりした｡田舎の書店で 『しがらみ草紙』を手にし､ 『水沫集』(春陽堂､
明治25･7)を終いたりするなど､鴎外-の文芸的関心から弟子入りを子規に相談したこ
ともあった｡二人の初めての面暗について虚子は定かに思い出せないように語っている
が(3)､一方では｢明治二十八年､二十二歳の頃､はじめて先生を団子坂に訪ねて面会｡『め
さまし草』を発行されるやうになってからことに親しくなった｡｣という回顧も残してい
る(4)｡この雑誌は明治29年1月に発刊されており､俳語関係で虚子を頼りにしたというわ
けであった｡
虚子は､この年2月20日､病を養う兄を松山に省した折､携行した 『水沫集』の翻訳作
品二､三を挙げ深い感銘を受けたことを鴎外宛書簡で記してから､ ｢人のすむ明石の城や
春の月｣､｢礎や葎など茂り雑の声｣とともに
大 根 の 花 紫 野 大 徳 寺･ 虚子
の句を書き添え､叱正を乞うている｡ 月改まった3日､鴎外は 『めさまし草』巻三発行の
ことで虚子に原稿の応援を求めてから､一句について､ ｢俳句 卜云フモノハ斯ウモカヲ費
ヤサズシテ面白キコトヲ言ハル､モノカト驚申候｣と書き送った｡助辞の切字を用いず､
すべて名詞の配列 ･取合せによって風景を叙していることに一驚を喫し､極力省略的表現
-19-
暁星論叢第56号(2005)
をとる俳句というジャンルについて改めて考えるところがあったものらしい｡この作は『自
選類題虚子句集』(『ホトトギス』く大正3･1)付録)に収められたが､奈良鹿郎によると､
掛詞的手法をも織り込んだ談林式の古めかしいものであるという(5)｡子規の 『分類俳句大
観』によれば､形式的に平仮名のない句では､芭蕉に｢奈良七重七堂伽藍八重桜｣(『泊船』)､
爾木に ｢壁枕腰張会時鳥｣(『雑巾』)､可遊に ｢太夫桜太鼓熊谷笛敦盛｣(『太夫桜』)等が見え
るとある｡鴎外の目に留まっていた平仮名一字の句では､ 『蕪村句集』に ｢二村に質屋一
軒冬木立｣があり､二字の句としては､鴎外も言及したことのある素堂にも著名な ｢目に
は青葉山時鳥初鰹｣(『あらの』)がある｡ 俳句を十七字詩とも呼んでいた鴎外は､形式的に
は同様に明治33年11月 ｢稲妻や要塞地帯第幾標｣と詠じており､後に日露戦争における陣
中での作品を集め､和歌は佐佐木信綱､俳句は虚子の選を経て出版した詩歌集『うた日記』
(春陽堂､明治40･9)には､
きちかうや 紫帽子 あねいもと (実子扶伎子の絵葉書をおこせし友に)
冬寵 冬休父子 閑話かな (学年試験をはりし友に)
といった作が見える｡ 体言だけを配し､切字を用いていても､いわば動名詞的語を用いて
いる後者に対し､気品のある花の桔梗を上五に置いた前者は文字どおり名詞を連ね､虚子
の上掲作の句法に近い｡小説 ｢羽鳥千尋｣(『中央公論』大正元 ･8)では､主人公になっ
た青年の実作には斧正を加えて､次の前の句を後の句のようにしたのであった｡
かげる山照る山見るや稲のをち 千尋
陰 の 山 日 向 の 山 や 稲 の 果 千尋
｢をち｣(遠 ･彼方)を ｢果｣(はて)にしたのは解しやすい｡前句は動詞を3語も用いてい
て散文的で平板であり､後句ではこれを名詞的に表現し､ ｢見る｣の語を省いていて､添
削の方向はよいとしても､なおそれほど切れ味を感じさせず､平弱を免れない｡後年の｢観
潮楼閑話｣(F帝国文学』大正6･10)には若き日の虚子の ｢蛇穴を出て見れば周の天下な
り｣(子規編 『春夏秋冬 春』ほととぎす発行所､明治34･5)を引いているほどであるか
ら､上掲句を詠んだり､羽鳥のこの句に筆を入れたりした時､ ｢大根の花紫野大徳寺｣の
句法が脳裏を掠めたのではなかったか｡ 『うた日記』には戦地を移動する際の心事を､明
らかに虚子に示唆されて ｢蛇穴を 出でなんとして 卜に間ふ｣(明治38･2)と俳味を交
じえ詠んだものもあるのでぁ`る｡ ｢大根の花- ｣についての鴎外の書簡のことは虚子に
も思い出が深かかったようで､後に触れるところがある(6)｡上の小説については大正元年
(1912)8月10日虚子は鴎外に ｢唯今羽鳥千尋拝読､みたことのあるような名前だと思ひ
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候処ほと Jゝぎすの投書家なりし事を明に致し申候｡サウシテソンナ俊才なりしかと驚かれ
申候｡｣としたため､ ｢雲のミねに響きてかへる午砲哉｣の句を書き添えている｡
ところで､明治29年4月鴎外は父を喪った｡このことを少し遅れて知った虚子は､おそ
らく西行を響かせて句で弔意を表し､喪主も9月に ｢憶亡父｣として句作したが､やや時
を経ていながらも､これに応 じる気持ちもあったに相違ない｡
花 の ころ仏 とな らせ給 ひけ り 虚子
傍 や つ くば ひ覗 くあ きの 水 鴎外
澄み切って空を映す庭の路の水面を覗いた自分の顔に一瞬逝った父の面影を見る思いが
したのであろう｡ もっとも鴎外の句は､軟石の ｢三方は竹緑なり秋の水｣､虚子の ｢黒谷や
蓮の台の秋の水｣､肋骨の｢野のくぼみ石塔立ちて秋の水｣などとともに､『めさまし辛』(明
治29･9)に ｢秋の水｣の吟として載せたもので､句作の前にこれらに目を通していたと
すると､虚子や肋骨の作もモチーフで刺激になったかもしれない｡一句は自らも ｢菱取 り
て里の子去 りぬ秋の水｣を出詠した時のものである｡
虚子は 『めさまし草』の3月､4月それぞれの号に載せる前､鴎外に神仙体の句 ｢怒涛
岩を噛む我を神かと腿の夜｣や ｢海に入りて生れ更らう腿月｣の吟も示 したことがあった｡
一体若いころのこの俳人には､子規も評したように､同門の碧梧桐と比べるとき､いわゆ
る理想的､空想的な作風を示すところのあることを一つの特色ともしており､ 『めさまし
草』(明治29･2)に寄せたものでも､ ｢春の雨衣桁に重 し恋衣｣､漠の武帝の妃についての
｢春雨や李夫人おきず香煙る｣といった作が兄いだせる｡ 鴎外が読んでいたかどうか走か
ではないけれども､上のような浪漫的な詩情を湛えた一句として新開 『日本』(明治30･1
･23)に掲げた句を､鴎外の明治41年秋の作と並記すると､
･三三三‡
と思ふ廃寺に月を見つ 虚子
に来て又この塔にのぼらばや 鴎外
後句は､友人の新居を訪れて祝った一種の挨拶の句で､その家にある珍 しい塔に登って
楽しもうとした折から雨のために情を満たすことができなかった時の作である｡ 鮭に題材
を採った句では､鴎外が軍医学校の罫紙に筆写した蕪村の 『新花摘』に ｢鮭おしてしばし
淋 しきこ ろゝかな｣､｢節の石に五更の鐘のひゞきかな｣ほか8句を収めるが(7)､蕪村の句
はもとより､下に挙げる虚子の句とともに､これらは握 り鮮ではなく馴れ酢であった｡『蕪
村句集』及び 『めさまし草』(明治29･7)から引くと､次のようである｡
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なれ過た鮭 をあるじの遺恨哉
鮒ず Lや彦根が城 に雲かかる
早 酢 や 東 海 の 魚 背 戸 の 夢
昼の蚊や鮭 を圧 したる石暗 し
百韻の巻完 うして節なれた り
鮎節や生 きてよし野の瀧の魚
?????
虚子の ｢鮒節や膳所の城下に浪々の身｣(上原三川 ･直野碧玲瀧編 『新俳句』民友社､明
治31･3)の句も鴎外は読んでいたと考えられ､子規の吟に見える早節は一夜節のことで
あろうか｡第5句について言えば､前年夏鴎外は一軍医と歌仙一巻を巻いていた｡ ｢鮎節
や- ｣の作は掛詞式表現を取り入れており､こうして､時に子規ら ｢日本派｣の人たち
によって俳語への心を直接間接に動かされることがあったと想察されるのである｡鴎外の
蔵書もこの間の事情の一端を示しており､当時幻の書として入手し難かった 『蕪村句集』
も子規の手を経て書写していたのであった(8)｡
二 さみだれの句
鴎外は明治32年夏､子規 ･虚子のいる東京を離れ､第十二師団軍医部長として西下する｡
それまでの多忙な生活とは違って多少の時間的余裕もでき､高手ではなかったものの､独
り住みの生活の中で､ ｢夢成らず蚊帳近く聞く雨の音｣(明治32･8･31)を手始めに､時
に句作する楽しみも得たらしい｡足掛け4年のいわゆる小倉時代である｡
そのような生活で､雨に降り込められた日など､気散じのためや､またかつての句会 ･
句作のことが思われ(9)､その余勢もあずかって俳句を作ったということであろう｡ 地方巡
回の旅で句を詠じ､また素行で苦慮する下女もいた小倉住まいの中でも､信頼を置く女中
が嫁いだ時に､ ｢まめなりし下女よめらせて冬ごもり｣のような佳句を得たこともある｡
｢夕立を小坊主覗く塙子かな｣といった物語的一場面を想像させる句も捻っていた｡それ
らの中で後に掲げる日記のように､五月雨 ･きみだれを連続的に吟じた作品が目に留ま
る(10)｡それまでこれを題材にしたことはなかったけれども､芭蕉や､特に好んだ蕪村は
もちろん､子規 ･虚子のこの方面の作にも接しており､全くの手探りというわけではなか
ったはずである｡ 『めさまし草』(明治29･6)に寄せたものを引くと
五月雨や戸をおろしたる野の小店
かち渡 る人流れんと,す五月雨
五月雨の雲に灯 うつる峯の寺
五月雨や水 を見に行 く出町橋
????
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芭蕉にきみだれの時の最上川の句があり､同じく蕪村に家二軒を詠んだ句や ｢五月雨やアヲウミ ツク
鎗海を衝濁水｣(『新花摘』)等があることは記すまでもないであろう｡
鴎外が小倉に着任したのは6月19日降りしきる雨の日であった./ト説 ｢鶏｣(FスバルJ
明治42･8)の冒頭は､門司に着船した場面から始まっており､ ｢雨がどつどと降ってゐ
る｡｣とある｡ 任地に着いた翌日の天候も ｢雨が降ってゐる｡｣と記し､鍛冶町にあるという
借家を見に行った時の通りの様子を ｢砂地であるのに､道普請に石炭屑を使ふので､薄墨
色の水が町を流れてゐる｡｣と写す｡借家については､ ｢生垣で囲んだ､相応な屋敷である｡
庭には石炭屑を敷かないので､椅麗な砂が降る丈の雨を皆吸ひ込んで､濡れたとも見えず
にゐる｡真申に大きな百日紅の木がある｡ 垣の方に寄って爽竹桃が五六本立ってゐる｡｣と
描写している｡鴎外はこの家が気に入って住むことになった｡1年後の33年6月11日の日
記には ｢入梅｡｣と見え､7月に入る｡月曜日に当たる2日からの1週間をそのまま引こう｡
二日｡ 小林正輝といふもの向鴫弘福寺再建のために財を捨てんことを請ふ｡五年賦
の法に従ひて可なりと云ふ｡小林は檀越諸人を代表するものにして､麹町区紀井町六
番地に任す｡
三日｡ 雨｡
四日｡ 雨｡
五日｡ 雨｡
六日｡雨｡午より雷｡夕より風｡
七日｡ 雨｡夕より又風｡
動員令
五月雨の徴発駄馬を今や引
きみたれの畳くほむや肱枕
花蜘珠の軒に幾日をきみたる､
さみたれにかへしそこねし卵哉
長 浜
磯はたや蟹木に上る五月雨
八日｡ 晴｡嶋根県人岸本治平といふもの米町四丁目に住めり｡ 是日書を寄せて､嶋
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根県人懇親会の事を言ふ｡村岡来りて日はく｡今月十四日午後二時企救郡教育支会総
会を郡役所楼上に開く｡ 願はくはこれに荏みて演説せよと｡ 川嶋来りて､日田に在り
し時､千原藤一郎を訪ひて､書画を観しことを話す｡藤一郎は夕田の甥なり｡ 往日予
も亦招かれしかど､公事の為めに往くことを果さゞりき｡ 千原蔵する所の掛軸中陳継
儒の書ありと云ふ｡晩福間を其鳥町の新寓に訪ふ｡是日日曜日なり｡ 夜月雨｡
｢きみだれ｣が陰暦5月の長雨を指すこと言うまでもないが､連日の降雨である｡ 7日
夕方母宛の手紙には､ ｢五日間少時もやまず大雨に候只今は大風雨｣としたためている｡
この間日記には特に記すこともなかったかのごとくである｡ 7日の記事として書いた俳句
を､この日一日で得たのか､その前から句案していたものかどうかわからないが､2日と
8日との間に挟まれた日並みの記の紙面は､その余白から受ける感触もあり､日常性を突
如突きやぶって出現した､不思議な言語的空間を感じさせ､ 『小倉日記』を播く者の目を
引きつけずには置かない｡上の一節は､第三者による浄書も関係したのか､日毎の区切り
のある具注暦形式の市販の日記帳ではないこともあずかり､詩人平出隆がまさに､ ｢鴎外
の日記に明滅する詩｣と呼んだような言語空間でなければならない(l)｡平出は ｢詩歌の
方では俳句が､時の仕切りに際して無辺の相をとらえることが多い｡｣と主張する｡そう論
ずる際に上の条を挙げているわけではないが､前後の生活的記事と言い､連続する ｢雨｡｣
だけの文字と言い､並ぶ句と言い､それらの関係の中で姿を現す表現と時間空間とは注目
してよいものがあろうと思われる｡
｢動員令｣と前書きのある第一旬
五 月雨 の徴発 駄馬 を今 や引 鴎外
軍医として日清戦争に出征していた鴎外であったから､徴発された馬の働きには身近で
接したことがあったであろう｡ ここは戟場ではないけれども､軍務にかかわる非情な突然
の動員令が下ったための人馬の姿､それが降りしきる雨の中を引かれる駄馬だけに､別れ
の情もからんでいっそうあわれをさそう｡さまざまな音響も､煙って見える雨の中に吸収
されているおもむきであるが､これらの馬はどこ-送られ､どのような運命をたどるので
あろうか｡鴎外の目には触れていなかったとしても､子規に明治26年夏の ｢五月雨や箱根
にか るゝちんば馬｣(F寒山落木 巻二』)の句稿が見え､天下の険の労役に従うあわれな動
物のさまを吟じているのに対し､こちらは軍都での-光景｡
きみ たれの畳 くほむや肱 枕 鴎外
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外出もままならぬ長雨｡内心独 りで無柳をかこつ人が想像されるが､誰もが時に感ずる
そのような心理状態でのひとときを捉えたものと解される｡畳は折からの湿り気のため弾
性を失い､横臥しての肱枕を解いても､できた窪みは容易に元に戻りそうにない､そんな
家居での一助が思い描かれる｡霧雨は普段に比べて欝陶しさも感じさせ､部屋を心持ち薄
暗くしているのであろう｡ 五月雨の時期の生活の機微に触れて､深みはないかもしれない
が俳味を湛え､掬すべき句になっている｡ 鴎外にも小倉では前年の秋､庭先の菊畑を眺め
た一事もあって､日記に ｢南の縁端に冗座して日暮に至る｡｣と記すようなこともあったの
である｡ ふと屋外に視線を転じると､軒の小景が目に入って来た｡
花蜘妹の軒に幾 日をきみたる ゝ 鴎外
きみだれの続く単調な時間の中､軒先で網を張らずに獲物を幾日も待っている小動物を､
近景として捉えた作である｡ 花蜘昧だけは妙に鮮やかに姿形を示して､時間には無頓着な
さまを感じさせる｡波弓には､ ｢蜘珠の子の雨にぬれけり古扉｣(『鵜弟』)があり､雨に濡
れる微物を､勃んでいる扉に見つけた作者の視線の温かさをも感じさせるのに対 し､鴎外
の場合は降り込められている折であっただけに､あたかも花蜘珠の､ショーペンハウア-
の哲理にいう生への｢盲目的意志｣のようなものまでも感じさせる気がして､｢何とまあ｣
とあきれ､軽い驚きの情を漏らしたことを思わせるものがある(12)｡けれども､自然界の
姿として､これを静かに見守る心だったであろう｡翌年｢五月雨や上野の山も見あきたり｣
(『ホトトギス』明治34･6)と無造作に吐いた観のある子規の句が思い合わせられる｡
借家には百日紅 ･爽竹桃 ･蜜柑の木が植えられていた｡あるいは近隣の屋敷か師団構内
の樹上のことであったのか､いずれにせよ次の句は五月雨における上のような庭樹の巣に
時期を過ぎてもそのままにある卵を詠んだ作物と解してよいと思われる｡
さみたれにかへ しそこねし卵哉 鴎外
暁台には ｢鳥の子の卵出しより五月雨｣がある｡ この時期急に冷える､いわゆる梅雨冷
えがあるが､鴎外の方は､長雨0)ため酵せなかった鳥の不運を吟じたのである｡ 物みなを
腐らせるというきみだれのもたらした日常での心弾まない小事件であった｡関森勝夫はこ
の作の句境について､ ｢雛が誕生していれば気分爽快になったのだが､期待外れとなり陰
密な天候にい?そう重 く暗い気分にさせられたのだ｡｣と読み､動物に寄せる作者の ｢やさ
しい眼差し｣を捉えている(13)0 『蕪村句集』の ｢きみだれや仏の花を捨てに出る｣の一
句は､降り続く雨のため仏前の花も取 り替えることができない密陶しさを詠み込んでいて､
如上の鴎外の一連の句の情景や気分的背景の理解の参考になるところがあるであろう｡
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磯 は たや蟹 木 に上 る五 月雨 鴎外
｢長浜｣の前書きのある句である｡ 前年8月20日日乗には､ ｢日曜日に丁る｡天始て晴
る｡薄暑雷雨｡夜月明｡開く今宵長浜に盆踊ありて夜を徹すと｡小倉男女の高く笑ひ高く
歌ひて門を過ぐるもの暁に至るまで絶えず｡｣と見え､31日には､ ｢夕に長浜に至る｡漁家
の男女舟を陳ね燈を張りて月の升るを待つ｡所謂二十六夜待なり｡｣と記している｡鴎外に
とって､長浜は少し離れた所から､日常生活に時に刺激をもたらす海浜であったらしい｡
そのほぼ1年後のこの句によれば､当日磯端へ出かけたのか､あるいはこのころ目略した
光景によったのであろうか｡蟹については ｢鶏｣の一節に裏庭のことに及んで､ ｢円石を
畳んだ井戸があって､どの石の隙間からも赤い蟹が覗いてゐる｡｣とあり､種類としては同
一で､同じ大きさであったかもしれないが､海岸であることからすると､緑がかった黒っ
ほい蟹も考えられないことはない｡一句の捉えるような蟹の様子 ･習性は､続く降雨の時
に木と言わず岩と言わずよく見られるところで､ 『寒山落木 巻四』にも ｢五月雨や蟹の
這ひ出る手水鉢｣(明治28･夏)と詠まれている｡ 見る角度によっては､水際の木を登るこ
の小動物の足の高さまでも印象鮮明に想像させる作物で､前掲句とともに状況脱離を望む
心を響かせた観もなくはない｡しかし､きみだれの句では､前掲諸家のような大観的構図
を示したものを､句案時のこともあったのか兄いだせない｡節を詠んだ場合でも同傾向は
見え､句作者としての限界を現したところがあるように思われる｡
上に引いたとおり7月3日から7日までは天候と俳句とだけを記し､日記としてはポッ
カリと空自を作 り､何も書いていないと言ってよい｡果たして書くことがなかったのであ
ろうか｡この間どういう状況にあったのか｡その点で注目される二つの事柄が挙げられる｡
一つは､2日母に宛てた手紙 (前侠)で､清国での義和団の蜂起による､いわゆる北清
事変勃発について書き送っていることである｡ すなわち太活 ･天津 ･北京三都市の地理的､
距離的関係を図示して各国公使存亡不明の状況を記し､第五師団 (広島)出兵の可能性の
問題に触れており､翌日には親友賀古鶴所にも北京の実況の不明のことや､第五師団派遣
の過不足に言及している｡ 鴎外があずかり知らぬ枢機ではあっても､6日には混成一個師
団の清国への増派が閣議決定され､8日には英国代理公使が青木外相に､日本軍が増派さ
れれば財政的援助も辞さないと通告して来ており､日本政府も日本軍総計約2万2千に達
すると各国公使に通告したのも､7月24日のことであった｡やがて8月14日､日本軍は英
独仏露等7か国の連合軍と共に北京に進入して公使館区域を救援することになる(14)｡日
記に見える動員令は､大陸七近い条件もあってこq)事変にかかわるものだったのではない
か｡翌年の暮れには小倉借行社で ｢北清事変一面の観察｣と題して述べる鴎外であった｡
他の一つは､鴎外の東京帰任の問題である｡前年12月19日弟潤三郎宛書簡には､近い人
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事に関係して期待するところのあることを灰めかしつつも､一方少しは永く小倉に置かれ
ても困ることはないと打ち明けていた｡しかし､5月30日に落合泰蔵が､ ｢君の第一師団
に転ずること､応に近きに在るべし｣と寄せた書により､東京への心もまた動いたものと
思われる｡ 6月13日には東京美術学校の大村西崖に宛てて､ ｢帰京之内命あり未だ辞令書
に接せず中腰之姿に御座候｣と書いている一事も目に留まる｡ 小倉に赴任してやがて1年､
帰東の望みのなお強いもののあったことは､西崖への書簡にも記すとおりであった｡しか
し､ ｢雨｡｣とだけ記し始めた7月3日には賀古に､ ｢母上小生の帰京を待居し故中止とな
り気の毒に存候｣としたため､軍医部の人事の動向と問題とについて報じ､当面東京-の
復帰の消えたことを記さなければならなかった｡一連の句はそういう直後の作品だったわ
けである｡12日の日記には､｢新聞紙落合の第-師団の地位を占むるを伝ふ｡｣とあり､｢是
に至りて､予の帰東の途絶えたり｡｣と書き付けている｡ 悲痛の文字とするには大げさかも
しれないが､その時の心事を窺わせるものがあろう｡翌日には隣人の親戚の娘が日中止ま
ず糸車を回していることを､梅雨も明けたかのように､
ひる寝 せ む けふ も隣 の糸 車 鴎外
の句にしており､心中一つの区切りを付けたごとくである｡15日付母宛書簡には､前侯の000000 00 0000000000
ため必ずしも明確ではないけれども､ ｢-､軍が出来て出るか二､戦争のすむ迄小倉に据000000
ゑ置かれんか此二つに候｣とあり､出兵に関しては､それほど緊迫した筆遣いを感じさせ
ないが､第十二師団派遣の可能性や自身にも及ぶ問題に触れていると読み取ることはでき
る｡ 東京帰任の問題については､月末の24日､やはり賀古に対し､人事の件で､帰京して
苦労するより､ ｢今少し此地に在る方妙と存侯｣と打ち明けた後､糸車の一句を書き添え
たのであった｡前掲子規に関する批評が新聞に掲載されたのはこの日であった｡鴎外の目
は､もっと遠くを見ていた感じがする｡ ここに至って､いわゆる小倉左遷の問題は(15)､
当面状況に任せ､焦る心を吹っ切った感があり､以後この件についてはそれほど心を煩わ
すこともなくなったようである｡
こう観察を進めて来るとき､上掲期間の日記の空白は続く雨天のためであったにせよ､
必ずしも書く事柄がなかったわけではないことになる｡軍機に関することからすれば､葺
かなかったとしても不自然ではないであろうが､人世を意識する心とは少し異なる次元で
詩的言語空間を作ろうとする心理的機微がはたらいていなかったとは言えまい｡そういう
生活の時間の中で､鴎外は馬や小動物に対するあわれみの眼差しを示した句を作っており､
身近な自然における生命的なもの-の心の動きの存したことを思わせる｡ それらの句境が
折からの状況の中､きみだれに降り込められた自身の心中と響き合うところはあったに違
いない.特別の心理的時間と気象的空間とにおいて一連の句は生まれ､こうして日記の紙
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面に詩的世界を現出させることになったのであった｡
注
(1)子規との関係については清田文武著 r鴎外文芸の研究 中年期篇｣(有精堂､平成3)114-
119頁参照｡
(2)千八の署名lキよる ｢心頭語｣(r二六新報j明治33･8･24)の ｢六十一｣参照｡
(3)高浜虚子著 r俳句の五十年j(中央公論社､昭和18､再版)90頁参照｡
(4)r臨時増刊 文芸 森鴎外読本J(昭和31･7)の ｢アンケート｣への回答参照｡
(5)r定本 高演虚子全集 第一巻 俳句集-j(毎日新聞社､昭和49)の高浜年尾による ｢解説｣
参照｡
(6)高浜虚子著 r俳談j(岩波文庫､1997)77頁参照.
(7)蕪村の酢の句については山本健吉著 r輿謝蕪村j(講談社､昭和62)107頁､高橋治著 r蕪村春
秋J(朝日新聞社､1998)52頁参照｡スシ (節)の歴史については r中村幸彦著述集 第十五巻｣
(中央公論社､1989)141-144頁参照｡
(8)荏 (1)の書119-124頁参照｡鴎外筆写の蕪村の句集の紙面については､清田文武著 r鴎外
と軟石との世界j(新潟大学放送公開講座実施委員会､平成4)の口絵参照｡
(9)鴎外が参加した句会の運座については､高浜虚子の ｢秋蘭｣(rホトトギスJ昭和26･1)参照｡
(10)五月雨 ･きみだれの素材史的方面については､臼田昭吾｢｢五月雨｣素材歌の成立とその展開
一平安朝和歌史の一側面-｣(r文経論叢J第22巻第3号､昭和62･3)参照｡
(ll)平出隆 ｢こごる時間-1900年の子犬｣(r朝日新聞j1999･12･29)参照｡
(12)清田文武 ｢若き日の森鴎外と r荘子Jの ｢性命｣論｣(r鴎外j第76号､平成17･1)参照｡この
時E･Ⅴ･ハルトマンの ｢無意識｣も脳裏にあったかもしれない｡
(13)関森勝夫著 r文人たちの句境j(中央公論社､1991)45頁参照｡
(14)北清事変関係についての叙述では､ r近代日本総合年表｣(岩波書店､1968)を参考にしたと
ころがある｡
(15)鴎外における小倉左遷の問題については､注(1)の書17頁､及び山崎-穎 ｢鴎外､ ｢小倉左遷｣
説は消えたか｣(r跡見学園女子大 ･国文学科報J第29号､201･3)参照｡
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